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(57)【要約】
【課題】床板上を歩行する際の床板の浮き沈みを抑制で
き、歩行感を向上させた床構造を提供する。
【解決手段】本発明に係る床構造は、ゴムを含む材料に
より形成された複数の床板支持板３０が床スラブ２上に
敷き詰められて構成されたゴム層３と、ゴム層３の上面
３ａに複数の床パネル４０が敷き詰められて構成された
下地層４と、下地層４の上面４ａに設けられた床仕上げ
材５と、を備えた。また、床板支持板３０は、床スラブ
２のスラブ面２ａと向い合うように位置される一方の板
面３１ａに複数の凸部３２を備え、当該凸部３２の先端
３２ａが床スラブ２のスラブ面２ａに接触するように床
スラブ２上に設置された。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴムを含む材料により形成された複数の床板支持板が床スラブ上に敷き詰められて構成
されたゴム層と、
　ゴム層の上面に複数の床パネルが敷き詰められて構成された下地層と、
　下地層の上面に設けられた床仕上げ材と、
を備えたことを特徴とする床構造。
【請求項２】
　床板支持板は、床スラブのスラブ面と向い合うように位置される一方の板面に複数の凸
部を備え、当該凸部の先端が床スラブのスラブ面に接触するように床スラブ上に設置され
たことを特徴とする請求項１に記載の床構造。
【請求項３】
　凸部の先端部が球面又は円弧面に形成され、当該球面又は円弧面と床スラブのスラブ面
とを接触させたことを特徴とする請求項２に記載の床構造。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歩行感を良好にすることが可能な床構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　床スラブのスラブ面に、角棒状に形成された複数のゴム製支持脚が間隔を隔てて設置さ
れ、これら複数のゴム製支持脚の上に床パネルを設け、当該床パネルの上に床仕上げ材を
設けた構成の床構造が知られている（例えば、特許文献１；２等参照）。即ち、仕上げ材
と床パネルとで形成された床板が、複数のゴム製支持脚で弾性的に支持された床構造であ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平６－５７９２０号公報
【特許文献２】特開平７－２１７１６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の床構造の場合、床板が複数のゴム製支持脚によって局所的に支持されており、ゴ
ム製支持脚とゴム製支持脚との間に位置する床板に荷重が加わった場合、ゴム製支持脚と
ゴム製支持脚との間において床板が撓みやすくなる。よって、人が床板上を歩行する際に
、床板の浮き沈みが生じ、歩行感が低下する。
　本発明は、床板上を歩行する際の床板の浮き沈みを抑制でき、歩行感を向上させた床構
造を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る床構造は、ゴムを含む材料により形成された複数の床板支持板が床スラブ
上に敷き詰められて構成されたゴム層と、ゴム層の上面に複数の床パネルが敷き詰められ
て構成された下地層と、下地層の上面に設けられた床仕上げ材と、を備えたので、床パネ
ル及び床仕上げ材とで形成された床板上を歩行する際の床板の浮き沈みを抑制でき、歩行
感を向上させた床構造を提供できる。
　また、床板支持板は、床スラブのスラブ面と向い合うように位置される一方の板面に複
数の凸部を備え、当該凸部の先端が床スラブのスラブ面に接触するように床スラブ上に設
置されたので、床板支持板のばね乗数を小さくでき、歩行時の床面からの反発力を小さく
出来るので、歩行感の良い床構造を得ることかできる。
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　また、凸部の先端部が球面又は円弧面に形成され、当該球面又は円弧面と床スラブのス
ラブ面とを接触させたので、突出部の先端と床スラブのスラブ面とが点接触状態又は線接
触状態となるように床板支持板がスラブ面に設置され、床板支持板とスラブ面との接触面
積を小さくできるので、スラブ面の不陸の影響を受けにくくなり、不陸のあるスラブ面を
セルフレべリング材等を用いてレベル調整する作業を行うことなく、床面水平度の高い床
構造を提供できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】床構造を示す断面図（実施形態１）。
【図２】床構造を示す断面図（実施形態１）。
【図３】床構造を示す断面図（実施形態２）。
【図４】床板支持板の一例を示す底面図（実施形態２）。
【図５】床板支持板の一例を示す斜視図（実施形態２）。
【図６】床構造を示す断面図（実施形態３）。
【図７】床構造を示す断面図（実施形態４）。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
実施形態１
　実施形態１の床構造を図１に基づいて説明する。
　実施形態による床構造１は、床スラブ２と、ゴム層３と、下地層４、床仕上げ材５とを
備えた構成である。
　ゴム層３は、ゴムを含む材料により形成された複数の床板支持板（ゴム板）３０が床ス
ラブ２のスラブ面２ａに敷き詰められて構成される。
　下地層４は、ゴム層３の上面３ａに複数の床パネル（下地板）４０が敷き詰められて構
成される。
　床仕上げ材５は、下地層４の上面４ａに設けられる。
【０００８】
　即ち、床構造１の床板が、ゴム層３の上面３ａに敷き詰められた複数の床パネル４０に
より形成された下地層４と当該下地層４の上面４ａに設けられた床仕上げ材５とによって
構成され、当該床板が、床スラブ２のスラブ面２ａに敷き詰められた複数の床板支持板３
０により形成されたゴム層３によって弾性的に支持された構成の床構造１である。
　換言すれば、床板支持板３０が、床パネル４０及び床パネル４０上に設けられる床仕上
げ材５とで形成された床板を支持した構成の床構造１である。
【０００９】
　床板支持板３０は、例えば、一方の板面３１ａが凹凸面により形成され、他方の板面３
１ｃが平面に形成された板面四角形状のゴム板により構成される。
　凹凸面は、例えば、一方の板面３１ａの全面が、他方の板面３１ｃに沿った縦横の方向
に連続する同じ形状の凹凸部により構成される。例えば、凸部３２は、他方の板面３１ｃ
より離れる方向に突出して先端部が球面に形成された山形の突起部により構成され、凹部
３３は、他方の板面３１ｃに近づく方向に窪んで底部が球面凹形状に形成された窪み部に
より構成される。
【００１０】
　即ち、床板支持板３０は、一方の板面３１ａの各凸部３２の先端３２ａとなる球面と床
スラブ２のスラブ面２ａとが点接触状態となるようスラブ面２ａに設置され、他方の板面
３１ｃ上に設けられる床パネル４０及び床パネル４０上に設けられる床仕上げ材５とで形
成された床板を支持する部材である。
【００１１】
　床板支持板３０は、例えば、全体がゴム材料により形成されたもの、ゴム材料とウレタ
ン材料とが混合されたゴムを含む材料により形成されたもの、あるいは、再生ゴム材料と
ウレタン材料とが混合されたゴムを含む材料により形成されたもの等を用いればよい。ゴ
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ム材料とウレタン材料とが混合されたゴムを含む材料により形成された床板支持板３０を
用いれば、高価なゴム材料の量を減らせるので、コストダウンが図れる。また、安価な再
生ゴム材料とウレタン材料とが混合されて形成されたものを用いれば、よりコストダウン
が図れる。
【００１２】
　床板支持板３０は、例えば、長方形状の他方の板面３１ｃの長辺の長さが１８２０ｍｍ
、他方の板面３１ｃの短辺の長さが９１０ｍｍ、一方の板面３１ａの各凸部３２の先端３
２ａと他方の板面３１ｃとの間の長さである板厚が２０ｍｍ、各凸部３２の突出長さが１
０ｍｍに形成された構成のものを用いる。
【００１３】
　そして、平板部３１の一方の板面３１ａと床スラブ２のスラブ面２ａとが向い合うよう
にして、凸部３２の先端３２ａである球面と床スラブ２のスラブ面２ａとが点接触状態と
なるように、複数の床板支持板３０を床スラブ２のスラブ面２ａに敷き詰めて、ゴム層３
を形成する。
　ここで、「複数の床板支持板３０を敷き詰める」とは、床スラブ２のスラブ面２ａ上で
互いに隣り合う一方の床板支持板３０の側面３１ｂと他方の床板支持板３０の側面３１ｂ
とが、互いに接触した状態、あるいは、僅かな間隔（例えば、数ｍｍ程度）を隔てて対向
する状態となるように、複数の床板支持板３０がスラブ面２ａ上に設置された状態を言う
。換言すれば、スラブ面２ａ全体を覆うように、複数の床板支持板３０が床スラブ２のス
ラブ面２ａに敷設された状態を言う。
　床板支持板３０は、床スラブ２のスラブ面２ａに固定せずに、スラブ面２ａに置くだけ
とする。
【００１４】
　床パネル４０としては、例えば、合板、あるいは、繊維強化石膏ボード、あるいは、木
質セメント板等を用いる。
　床パネル４０は、例えば、四角形平板状のものが用いられ、四角形の板面の長辺の長さ
が１８２０ｍｍ、四角形状の板面の短辺の長さが９１０ｍｍ、厚さが１２ｍｍに形成され
た構成のものを用いる。
【００１５】
　そして、ゴム層３の上面３ａに複数の床パネル４０を敷き詰めて、下地層４を形成する
。
　ここで、「複数の床パネル４０を敷き詰める」とは、床パネル４０の板面をゴム層３の
上面３ａに重ねてゴム層３の上面３ａ上で互いに隣り合う一方の床パネル４０の側面４０
ｂと他方の床パネル４０の側面４０ｂとが、所定の間隔（例えば、数ｍｍ～十数ｍｍ程度
）を隔てて対向する状態となるように、複数の床パネル４０がゴム層３の上面３ａ上に設
置された状態を言う。このように、互いに隣り合う床パネル４０；４０を所定の間隔を隔
てて設置することにより、床パネル４０として合板等のように膨張する材質のものを使用
した場合に、床パネル４０の膨張により床パネル４０の側面４０ｂ同士が衝突して床パネ
ル４０が隆起するような事態を防止できる。
　床パネル４０として膨張しない材質のものを用いる場合には、互いに隣り合う一方の床
パネル４０の側面４０ｂと他方の床パネル４０の側面４０ｂとを互いに接触させた状態と
してもよい。
　床パネル４０は、ゴム層３の上面３ａに固定せずにゴム層３の上面３ａに置くだけとし
てもよいし、ゴム層３の上面３ａに接着剤等の固定手段で固定しても良い。例えば、床パ
ネル４０の板面をゴム層３の上面３ａに重ねて載置するだけとしたり、あるいは、床パネ
ル４０の板面とゴム層３の上面３ａとを点又は面で接着して床パネル４０をゴム層３の上
面３ａに接着固定しても良い。
【００１６】
　また、互いに隣り合う一方の床パネル４０の側面４０ｂと他方の床パネル４０の側面４
０ｂとの境界部分４０Ｘが、互いに隣り合う一方の床板支持板３０の側面３１ｂと他方の
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床板支持板３０の側面３１ｂとの境界部分３０Ｘの真上に位置しないように、即ち、境界
部分４０Ｘと境界部分３０Ｘとが一致しないように構成される。
【００１７】
　床仕上げ材５としては、例えば、フローリング、あるいは、タイル、あるいは、石等を
用いる。
　床仕上げ材５は、釘、接着剤などの固定手段で下地層４に固定する。尚、床仕上げ材５
の種類に応じて、床仕上げ材５を下地層４の上面４ａ上に置くだけとしてもよい。
【００１８】
　また、床仕上げ材５として石材等の重量物を用いる床構造１の場合、石材等の荷重を支
持するため、下地層４として、図２に示すように、床パネル４０を上下に重ねて構成した
二層以上の構造の下地層４；４を形成することが好ましい。
【００１９】
　実施形態１の床構造１によれば、床板に加わる荷重を、床スラブ２のスラブ面２ａに敷
き詰められた複数の床板支持板３０の他方の板面３１ｃで形成されたゴム層３の全面で受
けて、複数の凸部３２を介して床スラブ２に伝達する構造としたので、床板の浮き沈みが
抑制されて、歩行感を向上させた歩行感の良い床構造となる。
　また、床板支持板３０として、床スラブ２のスラブ面２ａと向い合うように位置される
一方の板面３１ａが凹凸面により形成され、床スラブ２のスラブ面２ａと点接触する複数
の凸部３２を備えた下凸部付ゴム板状のものを用いたので、床板支持板３０のばね乗数を
小さくでき、歩行時の床面（床板の上面）からの反発力を小さく出来るので、歩行感の良
い床構造を得ることかできる。
　また、凸部３２の先端部が球面に形成され、当該球面により形成される凸部３２の先端
３２ａと床スラブ２のスラブ面２ａとを接触させることで、凸部３２の先端３２ａと床ス
ラブ２のスラブ面２ａとが点接触状態となるように床板支持板３０がスラブ面２ａに設置
され、床板支持板３０とスラブ面２ａとの接触面積を小さくできるので、スラブ面２ａの
不陸の影響を受けにくくなり、不陸のあるスラブ面２ａをセルフレべリング材等を用いて
レベル調整する作業を行うことなく、床面水平度の高い床構造を提供できるようになる。
　また、セルフレべリング材等を用いたレベル調整作業を不要とでき、全施工を乾式工法
で行えるため、床構造の施工が容易であるとともに施工期間を短くできる。
　また、床板支持板３０の板厚を薄くできるので、ゴムの使用量を少なくでき、床板支持
板３０のコストを安くできるので、歩行感を向上させた歩行感の良い床構造を安価に提供
できる。
【００２０】
実施形態２
　図３乃至図５に示すように、床板支持板３０として、例えば、四角形状の平板部３１と
、床スラブ２のスラブ面２ａと向い合うように位置される平板部３１の一方の板面３３よ
り突出するように設けられた複数の凸部３２とを備え、当該凸部３２の先端３２ａと床ス
ラブ２のスラブ面２ａとが接触するようにスラブ面２ａに設置され、平板部３１の他方の
板面３４上に設けられる床パネル４０及び床パネル４０上に設けられる床仕上げ材５とで
形成された床板を支持する構成のものを用いてもよい。
　尚、凸部３２は、平板部３１と一緒に成形された構成、あるいは、平板部３１の一方の
板面３３に取付けられた構成であればよい。
【００２１】
　凸部３２は、例えば、図４に示すように、床スラブ２のスラブ面２ａと点接触状態とな
るように平板部３１の一方の板面３３に複数点在するように設けられた半球体、あるいは
、図５に示すように、床スラブ２のスラブ面２ａと線接触状態となるように平板部３１の
一方の板面３３に所定間隔を隔てて複数設けられた断面半円状の棒状体により形成される
。
　図４に示す半球体により形成された凸部３２を備えた床板支持板３０を用いる場合、当
該凸部３２の球面により形成された先端３２ａと床スラブ２のスラブ面２ａとが点接触状
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　図５に示す断面半円状の棒状体により形成された凸部３２を備えた床板支持板３０を用
いる場合、当該凸部３２の円弧面により形成された先端３２ａと床スラブ２のスラブ面２
ａとが線接触状態となるように床板支持板３０がスラブ面２ａに設置される（図３参照）
。
　即ち、床板支持板３０の凸部３２の先端３２ａが球面又は円弧面に形成され、球面又は
円弧面に形成された凸部３２の先端３２ａと床スラブ２のスラブ面２ａとが点接触状態又
線接触状態となるように、床板支持板３０がスラブ面２ａに設置される。
　実施形態２の床板支持板３０を用いても、実施形態１と同じ効果が得られる。
　尚、図５では、平板部３１の一方の板面３３に所定間隔を隔てて複数設けられた断面半
円状の棒状体により形成された複数の凸部３２を備えた床板支持板３０を示したが、平板
部３１の一方の板面３３に断面半円状の棒状体が複数個連続的に隣り合うように設けられ
ることによって構成された複数の凸部３２を備えた床板支持板３０を用いてもよい。
【００２２】
実施形態３
　実施形態１；２の床構造１で説明した複数の凸部３２；３２…を備えた床板支持板３０
の代わりに、図６に示すように、平板に形成された床板支持板３０Ａを用いて、床スラブ
２のスラブ面２ａ上で互いに隣り合う一方の床板支持板３０Ａの側面３１ｂと他方の床板
支持板３０Ａの側面３１ｂとが、互いに接触した状態、あるいは、僅かな間隔（例えば、
数ｍｍ程度）を隔てて対向する状態となるように、複数の床板支持板３０Ａをスラブ面２
ａ上に敷設して、ゴム層３を形成した構成としてもよい。
　即ち、実施形態３による床構造１は、床スラブ２と、床スラブ２のスラブ面２ａにゴム
を含む材料により平板状に形成された複数の床板支持板３０Ａが敷き詰められて構成され
たゴム層３と、ゴム層３の上面３ａに複数の床パネル４０が敷き詰められて構成された下
地層４と、下地層４の上面４ａに設けられた床仕上げ材５とを備えた構成である。
　実施形態３の床構造１の場合、床板に加わる荷重を、床スラブ２のスラブ面２ａに敷き
詰められた複数の床板支持板３０の平板面により形成されたゴム層３の全面で受ける構造
としたので、床板の浮き沈みが抑制されて、歩行感を向上させた歩行感の良い床構造とな
る。
【００２３】
実施形態４
　実施形態３の場合、床板支持板３０Ａの一方の面とスラブ面２ａとを面接触させるので
、スラブ面２ａの不陸の影響を受け易くなり、床面の水平レベルの精度が悪くなる可能性
がある。
　そこで、図７に示すように、不陸のあるスラブ面２ａの上にセルフレべリング材を例え
ば５～２０ｍｍ程度流してレベル調整を行った後、硬化したセルフレべリング材２０の上
に、ゴムを含む材料により平板状に形成された複数の床板支持板３０Ａが敷き詰められて
構成されたゴム層３と、ゴム層３の上面３ａに複数の床パネル４０が敷き詰められて構成
された下地層４と、下地層４の上面４ａに設けられた床仕上げ材５とを備えた構成の床構
造１とすることで、床面水平度が高く、かつ、床板の浮き沈みが抑制されて、歩行感を向
上させた歩行感の良い床構造を提供できる。
【００２４】
　尚、床板支持板の凸部３２の形状は、特に、限定されない。
【符号の説明】
【００２５】
　１　床構造、２　床スラブ、２ａ　スラブ面、３　ゴム層、３ａ　ゴム層の上面、
４　下地層、４ａ　下地層の上面、５　床仕上げ材、３０　床板支持板、
３１ａ　床板支持板の一方の板面、３２　凸部、３２ａ　凸部の先端、４０　床パネル。
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